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~ご協力お願Vします~

平成  5年の東四国国体に来町される方を花いっ

ぱいで迎えようと，このほど町内でご協力いただ

ける方にプランターと サルビアの苗が配られま '91 第253号 

した。 7月号
町民のうごき

世帯数 1，979 人口 男 3，668 女 3，926 計 7，594(平成 3年 5月31日現在) 

出 生男  2女 2計 4 死t 男 5女 0計 5 転入男  6女 4計10 転 出 男13女 7計20(平成 3年 5月中)

広報かつうら 7月号=253・平成 3年 7月 1日発行編 集 と 発 行 勝 浦 町 総 務 課 でんわ (08854) 2 -2511附 
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スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国体選手を花いっぱいで迎えよう

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



4

暢刷 護老人ホ-A z 
一来春4月オープンー

第253号 カ込� コ フ� ら 平成 3年 7月1b (2) 

高
齢
化
社
会
の
進
む
な
か
で
、

本
町
に
お
い
て
も
老
人
福
祉
施
設

の
建
設
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
程
、
待
望
の
特
別
養
護
老

人
ホ 

ム
の
起
工
式
が
、
建
設
地

で
あ
る
棚
野
、
勝
浦
病
院
南
側
で

関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
、
先
月

十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ホ 

ム
の
施
設
の
概
要
は
、


鉄
筋
コ
ン
ク 

リ 

ト
造
二
階
建
、


延
床
面
積
千
二
百
四
十
七

・
七
六


平
方
メ
イ
ト
ル
、
入
所
定
員
三
十


人

・
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
八
床
、
工


事
費
は
、
建
物
本
体
工
事
、
用
地


l
l

費
合
せ
て
約
三
億
六
千
三
百
万
円、

平
成
四
年
二
月
末
完
成
、
四
月
一

日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

l

l

現
在
町
の
人
口
は
七
千
五
百
九

十
四
人
(
五
月
末
)
で
、
こ
の
う

ち
六
十
五
歳
以
上
が
千
五
百
九
人

と
高
齢
者
比
率
が
ほ
ぼ
二 

パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
七
十
七
人
、
ね
た
き
り
老
人

三
十
七
人
と
高
齢
者
の
福
祉
対
象

者
も
缶
詰
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
高
齢
者
の
施
設
福
祉

と
併
せ
て
、
在
宅
福
祉
を
推
進
す

る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ 

ム

に
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

l

リ
ー
ト
平
屋
建
、
延
床
面
積 O
三
百

九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
の
利
用

人
員
二
十
五
人
、
工
事
費
は
約
一

億
円
、
平
成
四
年
七
月
オ
ー
プ
ン

の
平
る
定
で
す
。

一一一(入jfI-(利 用てj(される ，I人)←一一

特別養護老人ホーム

入所できる人は，原則として� 

65歳以上のお年寄りで，体が不

自由でねたきり状態にある人，

また，痴ほうなど精神的に著し

い欠陥があり，世話をしなけれ

ば， 日常生活ができない人など

です。

医療機関でないため，常に医

師の手当を必要とする人は，入

所できません。� 

ショートステイサービス
短期入所事業

家で介護しているねたきり老

人等を， 一時的に老人ホーム等

に預かり，お世話するサービス

です。介護者が冠婚葬祭に出席

したり，旅行に行ったり，また日

ごろの介護疲れや，負担の軽減

を図ることを目的としています。

入所期聞は，原則 として� 7日

以内です。

テイ・サービス
センター

センターの事業は，送迎用ノ《

スで施設に通所して，入浴，食

事のサービス， 日常勤作訓練，

生活指導，家族介護者教育など

を行います。

利用できる人は，おおむね65

歳以上の虚弱な老人やねたきり

老人です。

※ なお，老人福祉事業等についての問い合わせは， 役場住民福祉課まで。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
特別養護老人ホーム着工来春4月オープン



(3) ギ日'jt3年 7月l日 yう込� Jコ つ� ら

う三みすを注でグ

当1~253号

県
道
上
那
賀
線
三
渓
バ
イ
パ
ス

で
横
瀬
保
育
所
の
年
長
組
三
十
七

人
が
あ
き
缶

・
あ
き
瓶

・
ご
み
く

ず
等
を
拾
い
ま
し
た
。

青
や
黄
色
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、

小
さ
い
手
に
少
し
大
き
め
の
手
袋

を
は
め
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
付
き
で

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ジ
ュ
ー
ス
の

缶
が
お
ち
て
い
る
」
「
こ
っ
ち
に
も

あ
る
よ
」
口
ぐ
ち
に
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
ご
み
袋
の
中
へ
入
れ
て
い
た
。

又
、
た
ば
こ
の
す
い
が
ら
を
拾
い

な
が
ら
「
お
父
さ
ん
が
ほ
う
っ
た

ん
か
な
あ
�
 
l
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
ほ

う
っ
た
ら
あ
か
ん
。
僕
た
ち
が
拾

わ
な
い
か
ん
の
に
家
に
帰
っ
た
ら

い
っ
て
お
こ
う
�
 
o
」
と
一
律
蘇
答
拾
っ

て
い
ま
し
た
。

一
時
間
の
間
で
ご
み
袋
七
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
三
渓
バ
イ
パ

ス
は
園
児
の
お
か
げ
で
美
し
く
な

り
ま
し
た
。

グ
あ
り
が
と
う
れ
�
 

H

こ

の
あ
き
缶
拾
い
に
参
加
し
た
園
児

は
あ
き
缶
や
ご
み
を
道
路
に
捨
て

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

、、、、地域の清掃はみんなの手て
・全町一斉清掃日� 

7月� 7日・� 8月� 4日� 

9月� 1日� 

※ 一戸に一人は必ず出て，区長さん・保

健部長さんの樹tに従い，各地域の実情に

応じた取り組みをして下さい。� 

d

司

槻

野

久

国� 

⑥
⑧
⑧
⑧
⑩

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑦
⑥
⑧
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
あき缶・ゴミ拾いは僕たち私たちの手で

MUS04
テキストボックス
6月の清掃お疲れさまでした



第253号 ヌb込 ザコ つ ら 平成 3年 7月 1日� (4) 

勝鋪� jll n 
-ゆまつυ

とき・7月27日(土).28日(日)


ロ・合山橋下流河川穀


:0000~11.....10:-受付:3030~13...12: ...-受付、P 

) .. ・開・開 会� ....13:45~ 会� .....11:15~ 
:0030~13...11: ..-あゅのつかみど‘り:3000~15...14:-あゅのつかみどり 

......・ゲーム等......15:30~17 :00 ・ゲーム等�  15 :00l3:00~

一一|会場付近案内図|� 

a也生比10支所

女 その他

子大人(中学生以上)前売� 1，600円・当日�  1，900円� 

‘¥) 

号子供(小学生) 別売 1，100円・当日�  1，400円

き� (4歳以上) 前売� 400円・当日�  500円

※団体(10名以上)で申し込まれた場合は4割引きです。

*参加申し込み

希望者は，参加者の氏名・年齢・電話番号・住所・参加希望日を明記のうえ，参加人数

分の参加料(現金書留又は定額小為替)を同封してお申し込みください。折り返し参加券

を送付いたします。

・申込締切� 7月22日(月)
・申込先徳島県勝浦郡勝浦町大字久国字久保田� 3番地

勝浦町役場内「勝浦町観光協会事務局」 宮� (08854)2-2511(内線35・36・37)

ア月27日(土) (日程) ア月28日(日)� 

史認ろ
。雨天の場合も実施いたします。

.参加券の払い戻しはいたしませんのでご了承くだ
、。Lさ� 

4・小さいお子さんは，必ず保護者の方が同伴してく

ださい。

.網及び手袋の使用は禁止していますので，持参し

ないでください。

.万一事故が発生しでも，一切責任は負いません。

主催/勝浦町観光協会 共催/勝浦川漁業協同組合

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦川あゆまつり



(5) 平成� 3年� 7月� l日� カミ ザコ つ ら 第253号� 

A

Aι

ι
h
i
I

A
t
r

7
T
d
F
r
t
T

T
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4
ト 

卜
4
卜
サ、

マ件、づ卜
 

叶許、下、竹許
 

、す「う
 

ι
1
寸十、

 

品、
 

1
1ツ 

イ十
 

。
身
近
な
話
題
、
ホ

ッ
ト
な
ニ 1

v
r

ュ
ー
ス
、
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

総
務
課
、

広
報
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

町
外
在
住
の
方
も
、
ふ
る
さ
と
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ

・
近
況
等
送
っ
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ー¥�  

A 

h Fv h

島

喝

さ

ん

へ

'm'@

4
j
4
1
1
1
4
4
4
j
1 

戸『¥

署甚音寺

霊氏

阜E

さ

と

勝

浦

の

勝

浦

町
‘

ん
(

(中
山 
)出
身
の
松
並
武
夫
さ 

小
松
島
市
)か
ら
、
原
稿
を
送
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

一

『

稼

勢

山

の

こ

と

』

松

並

武

夫

~

4 山
下

褒章
豊

藍
綬

〈
南
海
歌
人
主
宰
〉
}

A
、品
J
r
r
4
t
y
q
Lつ、
b
K
7
r
J
1
・

O 施設の概要 ~前川キャンプ場~ 
休憩室� (5人用)2棟…� 1棟3，0∞円 炊事場，バーベキ ューハ ウス，
(この休憩室は宿泊できません)

テン ト� (5人用)10張---1張1，5∞円
 トイレ， シャワ 一室，休憩所

※有料施設� (休憩室 ・テ ント)については，使用日の� 5日前までに申込みをして下さい。� 

O 申 込 先勝浦町役場産業課�  ft2-2511 

午

こ

の

春
、
徳
島
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
稼
勢
山
の
こ
》
淳
」
室
百
い
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
お
便
り
や
ヰ

乍
品
皐
電
話
を
い
た
だ
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
今
ま
で
に
も
新
聞
や
雑
誌
に
は
と
き
ど
去
最
め
支
章
を
書
や

乍
い
て
き
た
が
、
こ
ん
な
に
反
響
の
あ
っ
た
の
は
は
じ
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

市
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
お
お
か
た
は
横
瀬
か
久
伯
の
市
町
村
ヘ
出
て
い
奇
人
た
ち
で
、
横
瀬
盆
地
に 

市h 

h

生
ま
れ
育
っ
た
人
々
に
は
あ
の
富
士
山
に
も
似
た
稼
勢
山
の
イ
ラ
ス
ト 

私
の
文
章
が
な
つ
か
し
か
っ

た
の
だ
と
い
う
。

y
k

干

干
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て
き
つ
こ
と
な
し
、
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な
、
》
鞍
っ
た
の 

は
石
川
原
木
だ
が
、
こ
の
廊
木
の
望
麗
の
歌
の
心
の
中
に
は
故
郷
の
山
を
な
つ
か
し
む
思
い
が
あ
っ

て
、
た
ま
た
占
星
組
閣
「
撮
っ
た
ふ
る
さ
六
あ
稼
勢
山
の
絵 
ζ
文
に
よ
っ
て
主
動
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日

円
そ
の
稼
勢
山
と
い
う
文
字
だ
が
、
「
鹿
背
山
」
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
豆
諸
を
何
人
日

へ
は
山
の
麓
の
お
宮
さ
ん
は
鹿
背
山
八
幡
神
社
で
あ
る
。
ま
た
日

マ
横
瀬
小
学
校
校
歌
の
第
二
節
も
「
鹿
背
山
つ
つ
む
松
の
色
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
校
歌
- t 

刊
か
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
。
そ
う
い
、

h

去
る
五
月
二
十
日
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
藍
綬
褒
章
が
山
下
豊
欝

氏
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
章
は
山
下
氏
が
、
昭
和
十

六
年

一
月
一
日
生
比
奈
村
磐田
防
田

中
角
分
団
入
団
以
来
、

平
成
二
年

十
二
月
三
十
一
日
退
固
ま
で
の
五

十
年
間
勝
浦
町
消
防
の
発
展
に
努

め
、
そ
の
功
労
が
認
め
ら
れ
受
章

さ
れ
た
も
の
で
す
。

心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ザ
は
大
正
十
四
年
頃
に
書
き
奪
え
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
「
稼
勢
山
包
む
松
の
色
」
と
ヤ

引
な
っ
て
い
る
。
更
に
現
在
の
校
歌
は
昭
和
三
十
年
度
の
横
瀬
小
学
校
の
在
職
教
員
に
よ
っ
て
改
作
さ
日

ぶ
れ
た
も
の
で
あ
る
。(
昭
和
五
十
一
年
発
行
「
横
瀬
校
の
百
年
」
に
よ
る
)
だ
か
ら
校
歌
の
中
で
も
昔
日

ふ
は
稼
勢
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
れ
へ
こ
の
山
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
ら
れ
た
人
た

ち
一
族
み
ん
な
が
稼
勢
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
》
」
か
ら
も
や
は
り
「
稼
勢
の
山
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

ギ

町
つ
い
で
だ
が
、
そ
の
稼
勢
山
を
歌
っ
た
短
歌
を
思
い
出
し
た
の
で
紹
介
し
よ
う
。

司

市

稼

勢

山

は

今

日

も

暮

る

る

か

平

和

な

『

衝

に

灯

の

瞬

き

初

め

て

白

日
こ
れ
は
瞳
浦
町
出
身
の
、
徳
島
文
理
大
学
名
誉
曇
援
で
、
い
ま
徳
島
県
歌
人
ク
ラ
ブ
顧
問
の
保
科

千
代
次
先
生
の
作
品
で
あ
る
。
保
科
先
生
も
「
稼
勢
山
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、

の
竜
踊
に
あ
る
壁
ロ
同
五
百
米
の
山
私
の
心
に
懐
む
永
遠
の
や
ま
で
あ
る
」
介
伺
記
さ
れ
て
い
る
。

ポ

h

d

4 d h 

勝浦JI/マリフレ� ''Jf， ::lしよウ� fノ

H 

「
私
の
生
地
勝
浦
町

ヤ
た
し
か
に
勝
浦
の
地
に
牛
耳
」
、
つ
け
た
者
に
と
っ
て
は
稼
勢
山
こ
そ
は
「
私
の
心
に
棲
む
永
遠
の
汗

片
山
」
な
の
で
あ
る
。

や
そ
の
稼
勢
山
に
は
、監
剛
は
属
か
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
た
と
い
う
。あ
の
栗
い
ろ
の
し
な
や
か
な
平

干
姿
の
イ
メ
ー
ジ
に
時
鹿
背
山
」
が
似
合
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

小

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふうさと勝浦のみなさんへ



____ 

司¥253号 1;込 ザコ つ ら ギ成� 3年� 7i'-J 1日� (6) 

寝袋寝 ::ztj:njJ 湾局:jJ-ZJJM寝袋寝
Ejjjg;
一 秋 季大会一

徳島県イメージソング

~風のシンフォ二一~

平成5年10月24日から� 東四国国体を記念し徳島のスポーツの歌と� 

1 して，また東四国国体徳島県イメージソ ングと~29日までと決まる
して「風のシンフォニー」が発表されました。� 

CD，テープの貸出しをしていますので，ご希

望の方は国体準備室または図書館へお問い合わ

、。Lせ下さ� 

東四国国体の会期が� 

6月18日の日本体育協 風のシンフォニー
会国体委員会で正式に 忍・備作府/

・歌:島田歌穂 小杉仁三・作街/ボブ佐久間.1;幽

決まりました。

夏季大会は，� 9月� 5 厨C乗り屈に葉り光の中ヘ~(プて仔ぐ

日から� 8日までの� 4日 字イビーブルーにつつまれ左

間，秋季大会は10月24 君の笠刀、!Aしぐて

日から29日までの� 6日� 1 君のその手伝妻C !elって

間行われます。� li 大空ヘ明日へそして未来へと

会期が正式に決まったことで，本町の準備作 さあとひ立とうさあとひ立とう
業も選手の宿泊所となるご家庭の内定や選手送 希望という名の� J需C !elれ� 
迎のための輸送計画など詰めの作業を本格化し J.108 

たいと思います。
A 

~ 
かぜに の� 9 かぜ にの.�  

'‘ 三亘
ひかワの" ・ へ か付て ゆビームライフル講習会� 

Oあなたも撃ってみませんか?� ω~ ~ -- - - ~ 
主三富� 

ネイピープル ー に つつ まれた

0
日
時 

0

日
時 

きみのす�  S たか まぶし 〈 て きみ�  

A 

“ 現ー�  4 ぜ，.

の ーそのては つ� 6まさ に" て

F...，.・・F圃園町

..... .ー

『(J..，品企137 137 
『ー司

時月時月�  おお ぞらへ あし たー，、 そして みらい，、

血，. マ...，ι~ 20 ~ 6 
21日� 21日 u 、ーーー『ーー-

さあ�  f亡びたと う

時� (土)時� (土)

W 4 ー -rJ'手て戸�  1
福祉センタ�  -3階において練習コーナーを さあ とーびたと�  . It うとも‘う な

設けていますので，講習会の日でなくても教育

委員会までご連絡し、ただければ練習できます。 一
， り に " n 

一成功させよう� 48国体ー

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
東四国国体だより秋季大会徳島県イメージソング風のシンフォニー
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) 平成� 3年� 7月 1日

48国体強化・地区対抗
家庭婦人バレーボール大会� 
6月� 7 ・8日の両日体協主催により開催された

大会には� 8チーム 110名の選手が参加して，本

番の国体デモンストレーショソ行事さながら主審，

競技役員全て女性で進行運営され，来る平成 5年

の国体に向けて， 一層の志気を高めました。

優 勝 - 中角チム

・準優勝・・・横瀬チーム

(7

• 1部優 勝 ・西浜 ・石倉組

勝浦町テニス大会� 準優勝ー 園、清 ・桑村組

・2部 優 勝 一信政 ・信政組

5月27臼から始まった第 7回大会には，町内の

準優勝-海川・ 上平組

毎週金曜日のナイターテニスの他 9月には地

愛好家50人が参加し� 2人� 1組のベアにな って� 4 区対抗のテニス大会も予定されてます。 どなたで

日間，名戦，珍戦が展開されました。 もご参加下さい。

信
政
祐
紀
(
久
国
)

4
『
信
政
孝
治
(
久
国

石
倉
英
明
(
棚
野
)

』司西
浜
隆
志
(
棚
野

一
部
優
勝

二
部
優
勝

J

〆
ぺ
ア

ぺ
ア

東四国国体デモスポ行事 家庭婦人バレーボール教室
グラウンドゴルフ車東習日平呈� 及び審判講習会の案内

0
日
時 

7
月
2
日

ω
 

7
月
仲
間
日 

ω
 
O時間 午後7時30分から� 

O場所 勝浦中学校グラウンド� 

O備考 用具は準備します。
運動のできる服装で，お気軽にご参

加i下さい。� 

7月7日(日) バレーボール教室� 

7月14日(日) 審判講習会� 

7月21日(日) バレーボール教室� 

7月28日(日) 審判講習会

-時間
午後8時から

・場所

勤労者体育館

主
審
・
競
技
役
員
全
て
女
性
で

4
運
営
さ
れ
ま
し
た

「、
 

一成功させよう� 48国体ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
スポーツ
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カ込 ずコ つ ら 平成� 3年� 7月1日第253号 (8) 

-・・・・ <6しの中の人権世
の
中
に
は
、
「
障
害
」
者
を
自

分
と
は
違
っ
た
存
在
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
「
障
害
」
者
と
健
常

者
と
の
差
異
は
相
対
的
な
も
の
で

あ
っ
て
、
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

い
け
な
い
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
眼
鏡
を
か
け
た
人

は
世
の
中
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
誰
も
「
障
害
」
者
だ
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一

方
、
車
イ

か
た
り
合
十

ペ
ー
シ

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

同
和
問
題
を
家
庭
内
で

話
し
合
い
、
人
権
意
識
を

高
め
よ
う
。

身
の
回
り
の
差
別
に
気

づ
き
正
し
ま
し
ょ
う
。

司
障
害
勾
者
差
別
の
な
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に

ス
を
使
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、

人
々
は
「
障
害
」
者
と
呼
び
ま
す
。

眼
が
不
自
由
で
眼
鏡
を
か
け
る
の

と
、
足
が
不
自
由
で
車
イ
ス
を
使

う
の
と
本
質
的
に
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
か
。

人
は
一
人
ひ
と
り
み
ん
な
個
性

を
も
っ
て
い
ま
す
。
自
由
自
在
な

面
も
あ
れ
ば
、
不
自
由
な
と
こ
ろ

を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。一

人
ひ
と
り
個
性
は
異
つ

あ
げ
る
こ
と
だ
」

・
と
思
う
の
は

し
か
し
、

交
流
教
育
は

「
し
て

た
ち
が
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て

い
る
歩
道
が
、
車
イ
ス
で
は
い
か

に
通
り
に
く
い
か
実
感
と
し
て
わ

か
っ
て
き
ま
す
。

い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
私

育
の
中
で
、
「
障
室
E
者
の
困
っ
て

断
す
る
と
い
う
能
力
主
義
に
陥
っ

て
い
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
間
観

・
価
値
観
の
中
に

「
障
室
旦

者
に
対
す
る
差
別
の
根

元
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
で
す
。

い
ま
、
小
学
校
や
中
学
校
で
は
、

「
障
害
」
児
学
級
や
学
校
と
の
交

流
教
育
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
一
緒
に
生
活
し
、
共
に

行
動
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

介
護
を
必
要
と
し
、
ど
の
よ
う
な

施
設
・
設
備
が
必
要
な
の
か
理
解

で
き
る
か
ら
で
す
。

お
年
寄
り
と
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
る
人
は
、
お
年
寄
り
が
何
に
不

自
由
を
し
、
ど
ん
な
手
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
か
、
生
活
の
中
で

自
然
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
そ
の
よ
う
に
、
交
流
教

る
人
間
と
し
て
の
存
在
は
皆
平
等

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
れ
た
点
を

十
分
生
か
し
、
助
け
合
え
る
社
会

こ
そ
、
人
権
の
保
障
さ
れ
る
社
会

だ
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
世
の
中
を

見
回
し
て
み
ま
す
と
、
ご
く
一
面

の
能
力
だ
け
か
ら
人
の
価
値
を
判

間
違
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
女
子
中

学
生
は
こ
う
話
し
て
い
ま
す
。

「
私
は
、
初
め
の
頃
は
世
話
を

し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
望
ん

で
い
る
の
は
同
情
ゃ
あ
わ
れ
み
で

は
な
く
、
ご
く
日
常
的
な
、
あ
た

り
前
の
付
き
合
い
を
望
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
付
き
合
う
こ
と
で
得
る
こ

と
の
多
か
っ
た
の
は
私
の
方
で
す
。

人
間
と
し
て
の
素
直
な
感
性
、

一

心
に
生
き
る
姿
勢
・
・
:
:
私
が
忘
れ

か
け
て
い
た
も
の
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
・
:
と
お
礼

を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

私
の
方
で
す
。」

こ
の
よ
う
な
理
解
の
な
か
で
、

同
じ
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

人
権
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意

味
を
正
し
く
学
び
、
い
じ
め
や
差

別
を
し
な
い
人
間
関
係
を
育
て
ま

1
レ
ょ
内。ノ

7月定例心配ごと相談次のとおりです。� 

日 時 7月12日憧)・� 7月26日(劃

午前10時~午後� 3時

7月の土曜閉庁日は，� 

7月13日(第2土曜日)
 

7月27日(第4土曜日)
 円旬、

内 人権・行政・厚生・福祉台

(ただし勝浦 病 院 各 保 育 所 各 小1 場� 所 住民福祉センター� 2階

学校及び幼稚園は，行っています。/ (平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

て
い
て
も
、
同
じ
人
権
を
享
有
す

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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記
念
行
事
(
案
)

苓
「
蛍
雪
」
の
色
紙
を
贈
り
ま
し

た
。

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

記
念
品
と
し
て
、
殿
川
館
長
揮

勝
浦
町
図
書
館

開
館

一
周
年
記
念
行
事

ー
着
々
計
画
す
す
む
|

勝
浦
町
図
書
館
は
、
来
る
八
月

一
日
に
開
館

一
周
年
の
記
念
日
を

迎
え
ま
す
。

図
書
館

・
郷
土
資
料
展
示
室
運

営
話
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
記
念

行
事
に
つ
い
て
合
同
で
協
議
し
ま

し
た
。

計
画
の
大
要
は
次
の
と
お
り
。

一
、
町
民
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
多
彩
な
行
事
を
行
う
。

二
、
多
く
の
町
民
皆
様
が
来
館
し
、

参
加
、
鑑
賞
で
き
る
行
事
種

目
を
選
定
す
る
。

三
、
行
事
種
目
は
、

広
く
町
民
か

ら
希
望
「
ア
イ
デ
ア
歩
蘭
き
、

集
約
し
反
映
す
る
。 

四
、
町
民
有
志
の
奉
仕
、
協
力
に

支
え
ら
れ
て
成
果
を
よ
け
る
。

五
、
八
月
上
旬
を
記
念
行
事
期
間

と
す
る
。

F
8
月 
l
B
に
開
館
|
周
年
を

迎
え
る
町
立
図
書
館

』 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
体
オ
リ
工
ン
テ
l
リ
ン
グ

四
十
入
国
体
開
催
地
を
回
る
オ

古
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
に 

リ
エ
ン
テ 

リ
ン
グ
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ 
γ
卜
に
、
勝
浦
町
図
書
館
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

l

。
で
こ
人
形
展
と
で
こ
ビ
デ
オ

。
手
安
広
巾
虫
マ
ン
ガ
展
と
ア
ニ
メ
ー

去
る
六
月
一
日
に
、

一
万
五
千

人
目
の
記
今
干

シ
ョ
ン
映
画
会

。
華
道
展
と
お
茶
席

。
紙
粘
土
展

。
木
彫
展

。
「
一
枚
の
繕
」
絵
画
展

エ
リ
ア
毎
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め

。
朗
読
劇

て
、
豪
華
な
記
念
品
を
い
た
だ
き

。
即
吟
大
会 

(俳
句
・
川
柳
)

ま
せ
ん
か
。
ス
タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
は

な
ど

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
ご
希
望
「
ご
意
見
、
ア

イ
デ
ア
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

七
月
十
固
ま
で
に
、
図
書
館
へ

七
月
の
図
書
館

お
申
出
下
さ
い
。

行
事
と
休
館
日

占 

紙
主
雇
と
こ
ど
も
映
画
会

7
日
・
・
・
な
か
よ
し
プ
ル 

ト

て
ん
ぐ
の
う
ち
わ

目白・
プ
ー
さ
ん
と
ニ
ン
ジ

ン
お
ば
け

中毒
角者

ベ
き
来
館
者
を
迎

コ
ル
ニ 

ユ
親
方
の


え
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、
中
角
の

ひ
み
つ


J

謝
々
比
昌
子
さ
ん
。

幻
日
・
・
ド
ナ
ル
ド
の
さ
ん
す

う
マ
ジ
ッ
ク

謝万
々五
比� T

記
念
品
(
色
紙
)
を
手
に
し
て 

金
の
お
の

‘
い
る
謝
々
比
昌
子
さ
ん さ旨

お
日
手
塚
治
虫
の
ア
ニ
メ

んに

H

H

l

i

ζ
協
力
を
グ

ー
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

i

本

ヤ 

イ
ー

押
入
れ
の
奥
深
く
、
納
匡
の
片

隅
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
本
は
あ
り

ま
せ
ん
か
?

図
書
館
開
館

一
周
年
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
古
本
チ
ャ
リ
テ
ィ

を
行
い
ま
す
。
寄
金
は
、
雲
仙
の

被
災
地
へ
送
り
ま
す
。

期

間

八
月

一
日 

十
一
日

場

所

搬

入

J

勝
浦
町
図
書
館
玄
関

八
月

一
日
午
前
九
時

三
十
分 

八
月
十
日
午

後
五
時
ま
で

j

士
口
杢
寄
贈
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

搬
入
展
示
し
た
古
本
を
ご
利
用

く
だ
さ
る
方
は
、

一
冊
十
円
以
上

の
志
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

紙
芝
居
は
お
た
の
し
み
に

な
つ
か
し
い
マ
ン
ガ
、
読
み
た

食
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

か
っ
た
小
説
等
々
。
掘
り
お
こ
さ

5
日

目

日

れ
た
本
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
少
し

食
休
館
日

o

で
も
被
災
地
の
皆
様
の
励
ま
し
に

1
日、

 

8
日
、
回
目
、
辺
日
、

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

却
目
、
出
日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
図書館だより
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農村環境改善センター利用のしおり

改善センターに囲碁 ・将棋板を設置しました。老化を忘れるためにも，趣味 ・娯楽 ・芸ごとなど，

何か好きなことに打ち込むのがし、ちばんです。生活をエンジョイし，親睦，交友を広め，心の友 ・仲

間づくりのためにお気軽にご利用下さし、。

囲碁大会盛大に開催 
|!将棋大会の開催について  

6月16日(日)改善センタ -2階和室で囲碁大会

6月の広報で案内しました将棋大会を次の要 が開催されました。 28名(町内22名・上勝町  6

領で開催いたしますので，同好の方々，ふる っ 名)参加し久しぶりに碁友と会い，親睦交友を

、。てご参加下さし 広め，和気あいあいの中にも闘志を秘め，真剣

な表情で終日熱戦が展開されました。 

Aクラス(剖， Bクラス鯛に分け 4面打ちで成

績(入賞)は次のとおりです。 (敬称略) 

(優勝 長木静夫 準優勝 西谷 博 

3 位 一三  4 位 向一美) 
5 位…坪内勝  

記

仏
グ


御
指
導
を
受
け
て
み
か
ん
石
け
ん

も
作
り
ま
し
た
。
泥
よ
ご
れ
、
冷

蔵
庫
の
手
あ
か
等
と
れ
、
と
て
も

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
作

る
と
大
変
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で

は
話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
時
の
た

つ
の
も
忘
れ
て
作
業
が
進
み
ま
す
。

毎
年
五
月
に
は
キ
ャ
ラ
ブ
キ
を

沢
山
作
り
、

真
空
。ハ
�
 ク
に
し
て

保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
併
せ

y

ら
今
で
は
六
人
の
仲
間
に
な
り
ま

し
た
が
、
楽
し
く
余
暇
を
見
つ
け

み
ん
な
の
都
合
の
良
い
目
、
良
い

時
の
連
絡
を
と
り
交
し
、
大
久
保

和
子
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
が

ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
が
た
く
さ
ん
と
れ

れ
ば
予
蔵
し
て
置
き
、
季
節
は
ず

れ
に
持
ち
寄
り
加
工
し
て
、
か
ら

し
演
し
ば
づ
け
、
福
神
筆
蓄
]
々

と
保
存
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

家
族
に
も
評
判
が
良
く
、「
お
友

達
に
も
送
り
ま
す
。」
と
、
と
っ
て

む
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

て
今
年
は
普
及
所
の
山
腰
先
生
の

農
作
業
の
手
間
不
足
の
関
係
か

(今
山
)

秋
h
F

共
同
加
工
す
る
グ
ル
ー
プ
の

み
な
さ
ん

た
ま
に
は
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に

よ
も
ぎ
の
鍋
餅
、
か
し
わ
餅
等
も

こ
し
ら
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
都

合
の
つ
く
限
り
集
ま

っ
て
楽
し
く

過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
グ
ル
ー
プ
活
覇
、
か
瑛
会
、

見
学
に
で
き
る
だ
け
参
/
加
さ
せ
て

頂
き
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
御
指
導
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�
 

本

②
@
①
②
⑫
⑥

タ
ン
ポ
ポ
改
善
グ
ル
ー
プ

1.日時  
2.場所  

3.主催  
4.会費  

5.申込方法 

6.競技方法 

7.表彰  

平成  3年 7月14日(日) 午前10時から(9時30分集合)

勝浦町農村環境改善セソタ ー (大字三渓字古川 19の 2) 2階会議室(和室)

将棋愛好会 

1，000円(昼食代含む)

準備の都合がありますので，ハガキ(段級位記入)または電話で事務局(農村環境改

善セ ンター， ft2 -3300)へ 7月 5日までに申し込んで下さい。

参加人数によって当日決定いた Lます。

優勝者には優勝楯，参加者全員には記念品を贈る。 

玉

子

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
グループ紹介
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1
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寸一
水
田
、
果
樹
園
等
に
お
い
一

一
て
は
秋
の
収
穫
前
ま
で
は
各
一

一
種
農
薬
が
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
一

一
農
薬
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
一

一
防
止
す
る
た
め
次
の
注
意
事
一

一
項
を
よ
く
守
っ
て
下
さ
い
。

一

「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
」

⑧
⑧
⑧
⑧


ω
農
薬
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、

容
器
の
表
示
事
項
等
を
よ
く
読

ん
で
安
全
・
適
正
に
使
用
し
て

下
さ
い
。
�
 

ω
体
の
調
子
が
悪
い
人
、
不
健

康
な
人
、
著
し
く
疲
労
し
て
い

る
人
等
は
、
散
布
作
業
に
従
事


し
な
い
で
下
さ
い
。
 

ω
農
薬
の
調
製
ま
た
は
散
布
を


行
う
と
き
は
、
必
ず
ゴ
ム
手
袋
、


農
業
用
マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ


等
を
着
用
し
、
保
護
装
備
を
整


え
、
農
薬
の
取
扱
い
を
慎
重
に


行
っ
て
下
さ
い
。


凶
散
布
に
当
た

っ
て
は
、
事
前

に
防
除
機
等
の
十
分
な
整
備
点

検
を
行
っ
て
下
さ
い
。

同
散
布
作
業
は
、
風
の
強
く
な

ぃ
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯
を

選
び
、

二
�
 三
時
間
で
交
替
し

J

て
下
さ
い
。

制
風
下
か
ら
の
散
布
、
水
稲
の

病
害
虫
防
除
の
際
の
動
力
散
粉

機
�
 (多
孔
ホ
�
 ス
噴
頭
)
の
中

持
ち
等
は
や
め
、
農
薬
を
浴
び

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
し
て
下
さ
い l
。

間
作
業
前
日
及
び
作
業
後
、
飲

酒
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
よ
う

附
め
ま
い
、
頭
痛
が
ι
生
し
た
り
、

気
分
が
少
し
で
も
悪
く
な

っ
た

場
合
に
は
、
医
師
の
診
断
を
受

け
て
下
さ
い
。

同
作
業
後
は
、
手
足
は
も
ち
ろ


ん
、
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗


い
、
限
を
水
洗
し
、
作
業
期
間


中
は
衣
服
を
毎
日
取
り
替
え
ま


。ノ

l
u
ょ
内

州

安

全
な
場
所
に
鍵
を
か
け
て


保
管
す
る
等
、
農
薬
の
保
管
曇
同


理
に
は
十
令
注
意
し
ま
し
ょ
う
。


川
島
眠
薬
は
他
の
容
器
(
清
涼
飲

料
水
の
容
器
等
)
へ
移
し
か
え

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

同
使
い
残
し
の
農
薬
を
不
注
意

に
廃
棄
し
た
り
、
不
用
に
な

っ

た
農
薬
を
放
置
し
た
り
す
る
と

思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
�
 」す� 
」

と
が
あ
り
ま
す
。
関
係
法
令
に

従
い
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
下

さ
し
。

同
残
っ
た
散
布
液
や
防
除
器
具

等
の
洗
浄
液
は
、
直
接
用
水
や

河
川
等
へ
流
れ
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
適
正
に
処
理
し
て
下
さ

同
農
薬
の
空
容
器
の
処
理
に
当

た
っ
て
は
、
容
器
を
十
分
洗
浄

し
た
後
に
廃
棄
、
消
却
す
る
等

適
切
に
行
っ
て
下
さ
い
。

同
農
薬
残
留
に
関
す
る
安
全
使

用
基
準
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
使
用
基
準
、
使
用
回
数
等
を

守
到
底
搾
物
の
出
荷
に
当
た
っ

て
は
、
食
品
衛
生
の
観
点
か
ら

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

同
水
産
動
物
の
被
害
防
止
に
関


す
る
皐
黍
不
全
使
用
基
準
及
び


県
の
定
め
た
水
質
汚
濁
性
農
薬


の
取
扱
要
領
に
従
い
、
水
間
周


辺
の
養
魚
池
の
淡
水
魚
や
沿
岸


v

養
殖
魚
介
類
の
被
害
や
河
川
、 F

水
道
水
源
等
の
汚
染
防
止
に
留


意
す
る
等
環
境
保
全
の
観
点
か


ら
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。


な
お
、
水
産
動
物
の
被
害
防

止
に
関
す
る
農
薬
安
全
使
用
基

準
の
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
農

薬
の
使
用
に
当
た
っ
て
も
河
川
、

湖
沼
等
の
周
辺
で
の
使
用
に
際

し
て
は
、
水
産
動
物
に
対
す
る

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
十
分
な
配
慮
を
し
て
下
さ
い

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

m

o

子
供
そ
の
他
散
布
に
関
係
の
な

い
人
が
作
業
現
場
に
近
づ
か
な

い
よ
う
配
慮
し
、
居
住
者
、
通

行
人
、
家
畜
、
蚕
等
に
被
害
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
風
向
き
に

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た

家
畜
1

蚕、

ミ
ツ
バ
チ
等
有
用

動
物
の
害
に
な
ら
な
い
よ
う
散

布
前
に
関
係
者
に
連
絡
し
て
下

さ
し
。

同
水
田
の
除
草
剤
の
う
ち
、
特

に
田
植
前
後
に
使
用
で
き
る
薬

剤
に

つ
い
て
は
、
植
代
後
か
ら

田
植
前
の
落
水
に
よ
る
散
布
の

効
率
低
下
を
防
止
す
る
た
め
、

極
力
田
植
後
に
使
用
す
る
こ
と
。

一


伝妄ずi

E
J

平
成
三
年
度

徳
島
県
改
良
普
及
員

日

資
格
試
験
実
施
に
つ
い
て

農
業
改
良
普
及
員
、
生
活
改

善
普
及
員
の
資
格
試
験
が
八
月

二
十
九
、
三
十
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
徳
島
県
郷
土
文
化
会

館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
願
書
の
受
付
期
聞
は
今

月
の
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

五
日
ま
で
に
産
業
諜
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

受
験
資
格
、
受
験
手
続
き
等

の
詳
し
い
説
明
書
を
差
し
上
げ

ま
す
。
�
 

1
 

1
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対
象
と
な
る
人

次
の
�
 3
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
で
す
。

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る

②
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
か

ら
安
婦
(
課
事
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
人
ま
た
は
こ
れ
ら
の
加

入
期
間
が
初
年
以
上
、
あ
る
い

は

ω歳
を
過
ぎ
て
か
ら
年
金
加

入
期
間
が
叩
年
以
上
の
通
算
老

齢
(
退
職
)
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
人

@
老
人
保
健
の
適
用
を
う
け
て
い

な
い
人

入

(自
己
負
担
却
%
)

院
�
 
:
医
療
費
の
印
%

(自
己
負
担
却
%
)

H

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
へ
�
 退

職
被
保
険
者
証
。
を
提
出
し
て
診

療
を
う
け
ま
す
。
次
の
よ
う
な
給

付
が
あ
り
ま
す
。

-
退
職
被
保
険
者
本
人

医
療
費
の
剖
%

・
扶
養
家
族

(自
己
負
担
加
%
)

外
来
受
診
・
・
医
療
費
の
叩
%

会
社
や
役
所
に
勤
め
て
退
職
し
、
現
在
、
国
保
に
加
入
し

て
い
て
、
公
的
年
金
制
度
か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
叩

歳
未
満
の
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は

庁
退
職
者
医
療
制
度
。

で
診
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。退
職
被
保
険
者
本

人
が
叩
歳
に
達
す
る
と
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
う
け
、
老

人
保
健
で
診
療
を
う
け
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
叩
歳
未
満
の
扶
養

家
族
は
一
般
の
国
保
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

ー
退
職
者
医
療
制
度
 
l

退
職
被
保
険
者
の
保
険
税
は
一

般
被
保
険
者
に
準
じ
て
算
定
さ
れ
、

世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

保

険

税

暮
ら
し
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
る

ー
、
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
親
族

2
、
配
偶
者
の
父
及
び
子
(
配
偶

者
が
死
ん
だ
あ
と
で
も
よ
い
)

退
職
被
保
険
者
と
い
っ
し
ょ
に

の
は
次
の
人
で
す
。

扶
養
家
族
と
し
て
認
め
ら
れ
る

扶

養

家

族 

a;aす匂 ω亀0)@).boaな
-
脳
は
使
わ
な
い
と

衰
え
る

す
べ
て
の
器
官
は
使
え
ば

発
達
し
、
使
わ
な
い
と
衰
え

ま
す
。
脳
は
そ
う
い
う
衰
え

方
を
す
る
代
表
的
な
も
の
で

す
。
脳
を
使
う
と
は
脳
を
働

か
せ
る
こ
と
で
す
。
物
を
見

た
り
、
聞
い
た
り
、
手
足
の

運
動
を
し
て
も
、
脳
が
刺
激

さ
れ
て
働
き
ま
す
。

金
も
う
け
の
工
夫
、
詩
歌

や
俳
句
の
創
作
、
そ
う
い
う

と
き
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

と
き
の
十
数
倍
も
働
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
新
聞
や
本
を
読
み

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
い
ろ
い

ろ
考
え
ま
し
ょ
う
。

-
脳
の
予
備
力
は

豊

富

脳
に
は
削
億
と
い
う
膨
大

な
神
経
細
胞
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
脳
細
胞
全

部
を
使
っ
て
い
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。
よ
く
使
う

人
で
も
全
体
の
半
分
か
%
し

か
使
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

か
り
に
あ
る
細
胞
が
死
ん
で

機
能
が
落
ち
た
と
し
て
も
、

遊
ん
だ
り
休
ん
で
い
る
予
備

細
胞
に
代
っ
て
も
ら
え
ば
よ

い
わ
け
で
、
こ
の
切
り
か
え

の
作
用
を
う
ま
く
働
か
せ
る

か
ど
う
か
で
、
ど
の
程
度
ぼ

け
る
か
と
い
う
こ
と
が
き
ま

り
ま
す
。

頭
を
使
う
の
が
面
倒
と
、

ぶ
ら
ぶ
ら
ば
か
り
し
て
い
る

と
、
切
り
か
え
の
作
用
が
う

ま
く
起
き
ま
せ
ん
。

気
力
を

さ
か
ん
に
す
る

気
力
は
脳
の
働
き
を
一
定

レ
ベ
ル
に
保
っ
て
お
く
働
き

が
あ
り
ま
す
。
気
落
ち
す
る

と
脳
の
働
き
の
レ
ベ
ル
が
急

に
低
下
し
ま
す
。
気
力
を
高

め
る
に
は
、
興
味
や
好
奇
心

を
持
ち
、
前
向
き
に
活
動
を

続
け
る
こ
と
で
す
。

感
情
を
安
ら
か
に

し
て
お
く

年
を
と
っ
て
か
ら
は
感
情

を
安
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
、
と
く
に
頭
の
働

き
が
衰
え
て
い
る
と
き
は
、

感
情
の
乱
れ
に
よ

っ
て
、
.
ほ

け
状
態
に
な
り
ま
す
。

av
A
V
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⑧ 

生化学的検査

項 目 正常値 項 目 正常値�  

G O T o~35 IU/ E HBs-Ag (一) 

G P T o~30 IU/ E T P 6.6~8 . 4 g/d2 I 

A L P 70~290 IU/ E C R P o~0 . 9 m守/d2I 

L D H 1 50~450 IU/ E A S L 0 12~166 T. U 

r-GTP o~50 IU/2 R A (一)� 

C H E 300~720 IU/ E G L U 70~110 mg./d2 

L A P 21~42 IU/2 C P K 女男� 15 - 130 
<!15-110IU/ 

Z T T 4.0~12.0 K. U 
蛋� 

A2 61~71 % 

T T T 0~4.0M . U 
白� 

α，g 2 2~4 % 

T-B i L 0.2~ 1. 0 mg./d2 α2 6~10 % 

T-CHO 130~220 mg./d2 
分� 

β 6~11 % 

T G 65~150 mg./d2， 
画� 

r 1O ~19 % 

β-Lipo 150~500 m<t/d2 A / G比� 1.55~2.40 

HDLー� C 40~80 mg./d2 Na 135~150 mEg/2 

B U N 8~20 m守/d2 K 3.6~5.0 mEg/2 

U A 2.0~7.0 m<t/d2 C2 98~110 mEg/ E 

C R E 0.8~ 1. 4 m<t/d2 Ca 8~1O mg./E 

加1) A M Y o~220 IU/ E P 2.5~4.3m<t/d2 

侭oA M Y o~1，200 I U / E 
平成�  3年� 4月� 1白から� GOT，GPT，� 
T-CHOの工E制薗ま裂~されています。

沢

村� 
ノ¥

yレ

コ

勝
浦
病
院
臨
床
検
査
技
師

血液学的検査

工頁 目 正常値

赤血球数
男 400万 ~520万

女 380万 ~500万

白血球数�  5，000~8 ， 400 

白色素数
男 13.5~17.0g/d2
女 12 . 0~15 . 0g/d2

へマトクリッ卜
男� 
女� 

40~ 50% 
35~ 45% 

血小板数�  13万~32万

、¥
検査機器

-生化学検査 24工頁目
島津� C L 7，000 

-電解質検査
ホリバセラ� 301 A 

-蛋自分画
常光デンシ卜 メータ ー

-血球検査
東� E医用電子� K 1 ，000 

-血液ガス
チパコ一二ンゲ 全自動ガス分析

-外来時血糖検査
工ームス ゲルコスター

-尿検査
ミニオーションアナライザー� 

-便 検 査
虫卵検査 ケンピ鏡
潜 血 反応 ラテ・ソクス法

-その他
用手法� 企血球検査

正
常
値
と
そ
の
範
囲
は
、
検
査

機
関
に
よ
り
多
少
異
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
測
定
方
法
、

機
器
、
試
薬
の
違
い
で
す
。
正
常

値
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
か
ら
測

官
衝
が
正
常
範
囲
外
で
あ
っ
て
も
、

異
常
値
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
医
師
の
診
断
に
よ
り
異
常
数
値

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
結
果
を
素

人
判
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。
医

師
の
診
断
忙
従
っ
て
下
さ
い
。
次

の
数
値
は
、
当
院
で
の
正
常
値
で

す
。
(
成
人
空
腹
時
)
受
診
さ
れ
て

い
る
有
成
人
病
樟
診
、
人
間
ト
ッ

ク
、
企
業
検
診
を
受
け
て
い
る
方

に
し
て
下
さ
い
。 

..生化学検査

MUS04
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正常値
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こ
の
た
び
行
政
と
住
民
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
安
全
運
転
推
進

委
員
に
星
谷
の
中
西
文
夫
さ
ん
と

横
瀬
の
稼
勢
栄
一
さ
ん
が
公
安
委

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
運
転
推
進
委
員
は
、
道
交

法
に
基
づ
く
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。(

星
谷
)
中
西
文
夫
氏

(
2
2
1
3
0
8
0
)

(
横
瀬
)
稼
勢
栄
一
氏

(
宮
 

2
1
3
5
1
9
)

(
O

固
定
資
産
税
は

一
月

一
日
現
在

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

土
地
に
つ
い
て
は
、
現
況
課
税

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

O

地
目

(田

・
畑
・

宅
地

・
山
林

等
)
を
変
更
し
た
場
合
は
地
目
変

更
届
を
し
て
下
さ
い
。

家
屋
に
つ
い
て
は
、
取
り
こ
わ

し
を
し
て
届
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、

現
在
な
い
物
件
に
も
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
と
き
は


家
屋
滅
失
屈
を
、
用
途
を
変
更
し


た
と
き
は
用
途
変
更
屈
を
し
て
下


支」い
。


こ
れ
ら
の
届
出
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
町
役
場
税
務
保
険

進
委
員
協
議
会
事
務
局
正
木

課
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
行
っ
て

八
八
五
三
)
三
�
 

下
さ
い
。
�
 

宮 差
点
や
児
童
が
通
学
す
る
道
路
等

の
道
路
事
情
を
広
く
知
ら
せ
る
。

同
抽
曜
に
お
い
て
活
動
す
る
団
体

や
個
人
に
対
す
る
協
力
の
百
藷

エ仰動
建
設
関
係
者
や
企
業
・
商
庖
等

に
対
し
、
自
主
的
交
通
安
全
対
策

の
働
き
か
け
を
す
る
。

仙
住
民
相
談
の
援
助
活
動

違
法
駐
車
・
暴
走
族
の
騒
音

・

交
通
上
危
険
な
場
所
等
に
つ
い
て

助
言
を
す
る
。

同
協
力
援
助
活
動

交
通
安
全
運
動
等
に
参
加
し
た

り
、
自
主
的
な
交
通
安
全
扇
動
に

協
力
を
す
る
。

同
実
接
調
査
エ
仰
動

地
域
の
交
通
状
況
に

つ
い
て
街

頭
で
実
施
調
査
を
す
る
。

交
通
事
故
が
名
発
し
て
い
る
交

J

的
広
報
活
動

ま
す
。 主

に
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い

l
二
四
四
�
 

/固
交通事故巡回相談

室長23塞
日時 7月25日(木)

のの 午前 9時~午後 4時(管轄
場所 小松島中央会館つ-

し1 ※お気軽にご相談下さい。

て

平成 3年度郵政職員採用試験のご案内

員職務タト内 務 職 員

国家公務員郵政職員採用試験(外務職)
¥ ¥¥  

国家公務員  III 種 試験

郵政事務A 約 90名
採用予定人員 約 135名

郵政事務  B 約 100名 

昭和43年4月2日から昭和49年 4月 1日 昭和36年4月 2日から昭和51年4月 1日
ζ'31 験 資 格

までに生まれた方。 までに生まれた方。

7 月 8 日 ~7 月 17 日募 集 期 間 7 月 3 日 ~7 月 10 日 

1 次 試 験 8月18日(日)9月29日(日) 

他地域受験が本年度から実施されます。
備 考

※詳細については，勝浦郵便局 (ft2.-2100)へお問い合わせ下さい。

小
松
島
地
域
交
通
安
全
活
動
推

一運転は ゆとり ゆっ くり 思いやりー

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
安全運転推進委員に
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わ
た
し
の
作
品

平成3年度短歌大会について

例年のように今年も下記の通り短歌大会を行いま

すので、お誘い合わせ多数ご参加下さい。

-日時 平成� 3年� 8月24日(土)午後� 1時から

場所 勝浦町住民福祉センタ一研修室

・出詠 自由詠� 3首

・締切日 平成� 3年7月15日まで
・送り先勝浦町三渓稼勢広夫さんあてに

・会費�  500円 当日ご持参下さい

・賞品 参加賞他得点により上位から10位まで� 
※ 今まで発表していない作品を送って下さい。� 

※ お問い合わせは、

(I司 平成� 3年� 7月1日 カミ Jコ

〈川

柳、，

母
さ
ん
は
愛
の
風
呂
敷
持
っ
て
い

る

沼

江

駒

津

こ

つ

ゆ

ま
ご
こ
ろ
を
ふ
る
里
使
に
包
み
添

え

横

瀬

今

川

の

ぼ

る

春
い
っ
ぱ
い
包
ん
で
里
の
母
が
来

る

中

山

倉

橋

加

辻

母
が
ま
だ
何
か
包
ん
で
呉
れ
て
い

る

中

山

山

下

ふ

さ

を

夢
包
む
錦
が
い
つ
か
朽
ち
て
く
る

横

瀬

中

田

万

里

お
包
み
の
文
字
は
下
手
で
も
手
書

き

す

る

横

瀬

日

下

美

里

包
ま
れ
て
包
ん
で
嫁
と
同
居
す
る

立
川
竹
田
あ
ゆ
み

家
族
の
目
み
ん
な
集
め
て
包
み
解

く

横

瀬

桜

木

千

代

l

悦
び
は
薄
い
ベ 

ル
で
包
み
ま
す

棚

野

殿

川

早

苗

こ
れ
か
ら
の
余
生
詩
歌
を
友
と
す

る

沼

江

真

木

し

げ

お

こ
れ
か
ら
は
何
も
言
わ
な
い
事
に

す

る

立

川

前

回

千

恵

こ
れ
か
ら
は
二
人
で
渡
る
丸
木
橋

横

瀬

谷

酔

参

こ
れ
か
ら
の
老
後
ゆ
っ
く
り
考
え

よ

う

棚

野

穏

台

綾

こ
れ
か
ら
が
真
実
(
ほ
ん
と
)
の

私

四

十

五

横

瀬

折

部

沙

恵

こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚
で
と
誓
う

沼

江

黒

井

瞳

一
本
の
虫
歯
大
人
も
泣
い
て
い
る

棚

野

相

原

大

峰

税
務
署
で
奥
歯
抜
か
れ
る
思
い
す

る

久

国

美

馬

真

由

痛
い
歯
を
お
さ
え
て
お
や
つ
眺
め

て

る

久

園

小

林

つ

る

お

歯
が
抜
け
て
親
父
の
顔
と
瓜
二
つ

坂
本
仙
才
き
よ
し

歯
科
を
出
て
ゆ
が
ん
だ
口
に
紅
を

引

く

生

名

丸

山

香

月

舶
来
の
高
価
な
品
で
歯
が
た
た
ず

表
札
を
半
分
埋
め
て
燕
が
巣

棚

野

谷

新

太
郎

こ
れ
か
ら
は
敵
を
忘
れ
た
顔
で
い

る草
餅
を
お
遍
路
さ
ん
へ
お
接
待

横
瀬
錦
内
常
一

義
理
欠
い
で
何
時
本
家
が
噂
す
る

中
山
い
く
子

誰
か
来
る
ら
し
い
蛙
の
声
が
止
む

棚

野

北

島
ア
サ
ノ

惚
け
封
じ
寺
に
日
参
し
て
惚
け
る

横
瀬
日
下
智
世
子

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

叱
ら
れ
て
犬
も
反
省
す
る
模
様

愛
情
が
支
え
合
つ
て
の
老
の
坂

横

瀬

稼

勢

都

景

出
認
は
毎
月
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
稼
勢
広
夫
さ
ん

ま
で
町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
そ
の
次
は
短
献
と
交
代
巳
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
没
句
く
だ
さ
い
。

習
{
子
学
級 

7
月
ロ
日

(
金
) 

7
月
初
日
(
金
)

午
後
7
時 

午
後
9
時

J

畢
語
学
級 

l

時
間

9
時
泊
分

場
附

住
居
福
祉
セ 
γ
タ
l

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級 

7
月
日
日
(
土
)

午
後 

時
か
ら

7月3自体)� 

7月17日側

花 嫁 銀 行

専門相談員による相談所の開設日

*毎週水曜日 午後1:30......4:00 

*場所農村環境改善センター

お気軽にご相談ください。

不用犬の買い上げ日
一飼い犬は必ずつ怠いでください一� 

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

書簡
研
修
室
(
旧
図
書
室
)

7
月
7
日
(
日
) 

7
月
口
日

(
水
)

午
後
7
時
泊
分
J
午
後 

時
間

場
所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

稼勢広夫さんまで�  (ft2 -2 7 4 9) 

-夏の交通安全運動平成3年7月16日r-.J7月25日一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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」

今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずね下さい)

日 曜 内� t官." 対 象 者 受付時間 場 所 持参するもの他� 

3 水 総合健診(胃，胸部，成人病) 満40歳以上の方�  8 :00~ 10:00 農村婦人の家 健康手帳� 

11 木 総合健診(胃，胸部，成人病) 満40歳以上の方�  8:00 ~ 10:00 星谷集会所 健康手帳� 

12 金� 2 歳児健康診査�  
H元 .3.1~8.31 

までに生まれた子� 
13:30~ 1 4 :30 勝浦病院 母子手帳

18 木 健 康 相 談 一 般 。〉 方� 13:30~ 16 :00 
農村環境改善

センター�  
健康手帳

20 土 婦人がん検診(子宮，現腺，甲状腺) 満30歳以上の方�  12: 30~ 14: 00 
農村環境改善

センター
料子宮金� 4∞円

手L.II泉・甲状腺・勾� 0円� 

24 水 健 康 相 談 般 の 方� 10 : 00 ~11 : 30 勝浦 会 館 健康手帳� 

26 金 手L 児 健 康 雪闘会~ 査� 
H 3 . 1 . 1 ~ 5 .31 

までに生まれた子
13:30~ 1 4:30 勝浦病院 母子手帳

。総合健診とは，一度に胸部レ ントゲン検診，胃検診，基本健診(成人病検診)を行うものです。総合検診
、。の中で胃検診を受診される方は，前日の午後9時以降と ，検査当日は湯茶等一切とらずにおこし下さ� L

o料金 胃検診� 3，650円のとこ ろ� 500円，胸部レント ゲソ検診� 200円のとこ ろ無料，基本健診� (成人病検診) 
3，963円のところ600円
ただし市町村民税非課税世帯の方， 生活保護世帯の方， 満70歳以上の方は無料です。受付でお申し出
下ざい。

結
核
は
結
核
菌
に
よ

っ
て
人
か

ら
人
へ
う
つ
る
伝
染
病
で
す
。
菌

を
出
し
て
い
る
患
者
が
、
せ
き
や

7品吉
核
の コ
つ

"コ
ー方
は

ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

受
診
者
三
百
五
十
五
名
で
、
五

名
の
面
歪
桐
密
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
た
ち
に
は
す
で
に
通
知
を

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
三
百

五
十
名
の
方
は
異
常
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

五
月
に
実
施
し
ま
し
た
胸
部
レ

く
し
ゃ
み
を
し
た
と
き
に
沢
山
の

菌
を
し
ぶ
き
と
と
も
に
飛
び
散
ら

し
、
そ
れ
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
う
つ
る
の
が
大
半
で
す
。
同

一

家
族
に
続
け
て
患
者
が
出
た
り
、

学
校
や
職
場
に
集
団
発
生
が
み
ら

れ
た
り
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

結
核
の
初
期
症
状
は
、
せ
き
や

た
ん
が
出
る
な
ど
カ
ゼ
と
似
て
い

る
た
め
ラ
た
い
し
た
病
気
と
思
わ

ず
に
、
受
診
が
遅
れ
る
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
胸
部
の
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
で
は
、
肺
結
核
だ
け

で
な
く
増
加
し
て
い
る
肺
ガ
ン
の

早
期
発
見
に
も
な
り
ま
す
。

町
内
で
総
合
健
診
に
合
わ
せ
て

検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年

に
一
度
は
受
診
し
、
健
康
管
理
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

胸
部
レ
ふ
ト
ゲ
ふ
検
診


結

果

に

つ

い
 

v
T

........+-ート『←『争 -~
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食
中
毒
に
は
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
も
っ

(J司 平成� 3年� 7月� 1日 カ込 J ご〉 つ ら 第253号

-細菌性食中毒のおもなもの

l. 食べたものをなるべく早く吐かせる。のどに指

をさしこんだり，水やぬるま湯を多く飲ませて

たくさん吐かせること。� 

2. 下痢が激しいときは，水やぬるま湯を少しず

つ飲ませ，脱水を防ぐ。� 

3. 病人の身体を保温し， すみやかに医師へ。

(→総合病院)

してはいけないこと

強い酸やアルカ リ，噴霧用殺虫剤，ガソリン，灯

油，明確ではないが口の中がただれているとき・・・

心
配
り
を
し
発
生
防
止
に

つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

な
ど
が
つ
か
な
い
よ
う
に
、
台

所
は
常
に
清
潔
に
す
る
。

高
温
、
多
湿
の
時
期
は
、
特
に

毒
や
日
党
消
毒
を
し
て
使
う
。 

0

調
理
を
す
る
前
に
は
、
必
ず
手

を
洗
う
。 

o
新
鮮
な
材
料
を
使
い
、
調
理
し

た
も
の
は
早
く
食
べ
る
。 

0

冷
蔵
庫
は 
5
度
以
下
に
保
ち
、

す。。又
た
よ
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

0

食
器

・
調
理
器
具
等
は
熱
揚
消

〉 ご ! 尭病する 原因 る 備 考
までの時間おもな食べ物

感染型 腸炎ピブリオ� 
6時間

~72時間位

魚介類および� 

その加工品
熱に弱い

物に付食着
した菌

が体内で
繁摘し中� 

病原性大腸菌� 
6時間

~72時間位

病原性大腸菌に

汚染されたもの

食べる前に加熱すれ
ば中毒を防ぐことが
できる

毒をおこ
す。� 

サルモネラ菌� 
6時間

不十分に調理さ
れた卵，肉，サラ

~72時間位
ダなど

中毒型

繁細素食る物殖菌をこ食中のとしで毒べたに

ブドウ球菌� 
30分

~ 6 時間位

かまぼこ，牛乳，� 
クリーム，チー
ズなど 熱に強い

加熱しても防げない。

より中毒
ボツリヌス菌� 

2時間

~8 日間位

飯，スシ，ハム，

ソーセージなど� 

加工食品でも起こる

をおこす。� 

o
容
器
は
蓋
を
し
、
ハ
エ
、
油
虫

食
中
毒
は
、
ま
ず
予
防

も
経
っ
て
症
状
が
出
た
時
は
、
消

化、

吸
収
さ
れ
て
い
る
の
で
早
く

医
師
の
詮
察
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

と
も
多
い
の
は
、
細
菌
に
汚
染
さ

れ
た
食
品
を
食
べ
た
た
め
に
お
こ

る
細
菌
性
食
中
毒
で
す
。
こ
の
食

中
毒
は
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

食
後
三 

四
時
間
し
て
症
状
が
出

多
く
発
生
し
ま
す
が
こ
れ
以
外
の

季
節
で
も
時
々
お
こ
り
ま
す
。

j

中 毒 に

からないと
するためにグ

て
き
た
時
は
胃
の
中
の
食
べ
も
の

を
曜
か
せ
ま
す
が
、
十
時
間
以
上

か
か
っ
た
時
の
手
当
と
し
て
は
、

が
主
な
症
状
で
、
い
っ
し
ょ
に
同

じ
食
品
を
た
べ
た
人
に
次
々
訴
え

が
お
こ
る
の
で
、
胃
腸
障
害
と
は

見
分
け
が
つ
き
ま
す
。
食
中
毒
に

腹
痛
、
下
痢
、
吐
き
気
と
一臨
吐

細
菌
性
食
中
毒
に
か
か
る
と

「¥

食中毒はその原因をつき

とめるのがカギ。原因と思

こ二ご'......J
守ーにニコ
五高�  
;.."I...i 

食べてからすぐ吐いたときは，早めに
・水か食塩水をたくさん叡ませる� 

"/r 、、l

・ 人� -"νtl 1

ιrてエ/記� >.- ，
J.--.'

¥

位くときは，顔を横に向けて寝かせ，
窒患を防ぐ

これらのものは吐かせると，のどを通るとき再び

、-、

われる食品と、吐物、便を

後の検査にそなえ、ビニー

ル袋などに入れてとってお

きましょう� それらのものO

を保管し終えたら自分の手

の消毒を忘れずに。

のどをやいたり，有毒ガスを発生して肺に入る危

険性があるので無理に吐かしではならなし、。

①牛乳や卵の自身を飲ませる(胃の粘膜の保護の

ため)。

②保温し大至急病院へ。

意識のない人に水を飲ませたり，吐かせたり し

ないこと
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近広

忠
ニ

場手


夜間救急当番表
ア月� 2日 上勝診療所�  6 -0 3 0 2 

4日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

6日 山西医院�  2-3027 

8日 勝浦病院�  2-2555 

10日 湯浅医院�  2-2003 

12日 勝浦病院�  2-2555 

⑪日 赤岩医院�  2-2006 

16日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

18日 上勝診療所�  6-0302 

20日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

22日 山西医院�  2 -3 0 2 7 

24日 勝湾病院�  2-2555 

26日 湯浅医院�  2-2003 

@日 勝浦病院�  2-2555 

30日 赤岩医院�  2 -2 0 0 6 

太 帆 (雪量祢略〉

篠尾中池
花 村 田

卓
史

由
紀

裕
史

英
子

一端白


由

助

ま

町

g

り

広

，

直

を 

』唱

ち

輪

L i 

市

立

の 

出

の
力

年
協

少

と

戸
籍
の
窓

5
月
刊
山
田 

1
6
月
間
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

大

字

久

国

池

内

字
原

大
字
沼
江
松
鷹

字
黒
岩

大
字
沼
江
東

字
中
傍
示

育
。
長
問

ご
結
婚
お
め
で
と
う 

勝
浦
会
龍
七
月
行
事

ム会
 

.


A
1

毎年7月はご社会を明るく
する運動。月間です� 

吋
説

話

制
伊
続
犠
ド
ド
也

亀
噂
同兵ハ

〆

|
入
ヘ
プ

鴻夢
 

兵 
‘
ミ
乍
一
剖剖村

守
主
一
一

川
総
転
ぶ
恭 9ぺ

刈
〈

み 

い
ぺ

M
N

Jd
?dg

¥
Y
1 lJJJr

Z

r

1
日
伺

5
日
倒

5
日
掛 

(
教
育
集
会
所
)

9
日

ω
着
付
教
室

日
日
同

日
日
開

口
日
制

四
日
制

四
日
一側

四
日
掛

(
教
育
集
会
所
)

お
日

ω
着
付
教
室

藤

教

室

習
字
教
室

生
花
教
室

しる明 

手
芸
教
室

ゃ
あ
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
黒
岩
平
岡


大
字
中
角
字
東
山
河
野


大
字
棚
野
字
仮
家
河
村


大
字
生
名
字
中
道

竹

林

日
制
踊
り
教
室

M

族

教

室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

13'、れあいと� 対話が築く

か
の

更

れ

わ

い

な

を

た

解

動

罪

の

そ

合

る

的

年

つ

理

運

犯

ち 

'
を

明

国

少

陥

の

る

'

た

め

力

い

全

う

に

ん

す

が

人

求

て

な

る

担

行

さ

く

民

た

を

い
の

す

を

非

皆

る

国

し

解

お

行

と

代

'り

域の

芳
光
(
市
歳
)

勝
美
(
叩
歳
)

武
男
(
乃
歳
)

恰
(
肝
歳 
)

明

の

犯

理

に

非

う

次

を

て

を

て

場

や

こ 

守

地

o

会

ベ

罪

い

立

罪

築

す

ら

め

社

す

と

つ

の

犯

を

で

か

た

う

お
日
肘
浮
芸
教
室

却

日

開

族

教

室

担
日
制
踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
払
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
・
篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
聞
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。 

。

'
止
に

れ

'

会

動

行

る

よ

は

防

正

ぞ

せ

社

運

非

け

し

ご〉f

野

崎

裕

之

仲
田

ふ

み

福

田

守

大
谷
み
ど
り

主主� 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

河

野
匿

洋
一
さ
ん

名

5
月
叩
日
1
6
月
刊
日

東

良

宏

さ

ん

椎
平
誠
昭
さ
ん

岩
橋
ク
ニ
エ
さ
ん

黒横横

岩瀬瀬

横中

瀬 角

f品 畠 品 畠 巾� '

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆ明かよう心て

平日 午後6時から翌朝9時まで
休日 午後ア時から翌朝9時まで jwm
井く手と
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